
　

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
こ
の
た
び
日
本
経
済
団
体
連
合
会

が
発
足
し
た
こ
と
は
、
誠
に
感
慨
深
い
。
経
済
・
産
業
分
野
か
ら

社
会
労
働
分
野
ま
で
、
企
業
活
動
に
関
わ
る
広
範
な
問
題
に
取
り

組
む
新
た
な
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
今
後
の
活
動
に
大
い
に
期

待
し
た
い
。

　

経
団
連
は
こ
れ
ま
で
、
経
済
界
が
直
面
す
る
内
外
の
重
要
課
題

の
解
決
と
、
自
由
主
義
経
済
の
維
持
・
活
性
化
を
通
じ
、
我
が
国

な
ら
び
に
世
界
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。
ま
た
、
日
経
連

は
労
働
問
題
を
専
門
的
に
扱
う
経
営
者
団
体
と
し
て
、
一
貫
し
て

「
人
間
」
の
問
題
に
軸
足
を
置
き
、
安
定
し
た
労
使
関
係
の
構
築

に
貢
献
し
て
き
た
。

　

両
団
体
は
、
相
互
に
連
携
を
取
り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
が
、
戦
後
半
世
紀
以
上
の
星
霜
を
経
た
今
日
、
労

働
問
題
と
経
済
問
題
は
密
接
不
可
分
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
少
子
高
齢
化
、
国
民
の
意
識
・
価
値
観
の
多
様
化
の
進
展
に

伴
っ
て
、
社
会
保
障
制
度
改
革
、
雇
用
・
労
働
問
題
、
教
育
改
革

等
は
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
政
策
課
題

と
な
り
、
経
済
界
を
挙
げ
た
取
り
組
み
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

新
た
な
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
経
済
団
体
の
組
織
・
活
動
理

念
・
行
動
原
理
も
ま
た
、
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

か
か
る
問
題
意
識
の
も
と
、
経
団
連
と
日
経
連
の
統
合
に
向
け
て

新
団
体
設
立
検
討
委
員
会（
座
長
：
藤
井
義
弘
日
立
造
船
会
長
／

当
時
、
現
相
談
役
）が
設
置
さ
れ
、
２
０
０
０
年
12
月
に
は
統
合

の
基
本
構
想
を
示
し
た
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
今
般
、

総
合
経
済
団
体
の
発
足
に
深
い
感
慨

今いまい
井 
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経
済
と
の
連
携
と
サ
ー
ビ
ス
活
動
、
民
間
経
済
外
交
の
推
進
な
ど

を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

併
せ
て
、
経
団
連
と
日
経
連
が
過
去
半
世
紀
に
わ
た
り
培
っ
て

き
た
リ
ソ
ー
ス
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
効
果
的
に
融
合
し
、
政
策
実

現
能
力
を
高
め
て
、
会
員
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
認
識
に
立
っ
て
、
日
本
経
団
連
に
は
、
個
人
や

企
業
が
自
由
に
創
造
性
を
発
揮
で
き
る
、
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る

豊
か
な
日
本
の
創
造
に
向
け
、
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

奥
田
新
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
日
本
経
済
団
体
連

合
会
が
十
二
分
に
世
の
中
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
私
も
で
き
る
限

り
力
添
え
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
奥
田
会
長
を
は
じ
め
新
執
行
部
の
皆
さ
ま
方
の
今
後

の
ご
活
躍
と
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
過
去
４
年
間
に
わ
た
り
私
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
副
会
長
、
委
員
長
、
理
事
、
評
議
員
の
方
々
、
会
員
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
、
新
団
体
発
足
へ
の
は
な
む
け

と
し
た
い
。

時
代
状
況
に
適
応
し
た
真
の
政
策
提
言
能
力
と
実
行
力
を
有
す
る

総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
発
足
す
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

我
が
国
経
済
は
本
来
、
優
れ
た
潜
在
力
を
有
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
る
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
国
民
や
企

業
の
間
に
は
将
来
に
対
す
る
不
安
感
や
閉
塞
感
が
蔓
延
し
て
い
る
。

こ
れ
は
日
本
の
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少

子
高
齢
化
と
い
っ
た
内
外
の
大
き
な
環
境
変
化
に
的
確
に
対
応
で

き
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
官
民
挙
げ
て
思
い
切
っ
た

構
造
改
革
を
進
め
、
個
人
や
企
業
が
主
役
と
な
る
経
済
社
会
を
確

立
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
新
団
体
の
使
命
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
21
世
紀
に

お
け
る
「
民
主
導
の
活
力
あ
る
経
済
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、

我
が
国
の
進
む
べ
き
道
を
示
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

こ
と
に
あ
る
。
と
り
わ
け
、
自
己
責
任
原
則
と
人
間
尊
重
の
精
神

の
も
と
、
自
由
・
公
正
・
透
明
な
市
場
経
済
体
制
を
確
立
し
、
世

界
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
各
界
と
の
対
話
の
促
進
、
企
業
倫
理
の
高
揚
、
地
域
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